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▔国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
改
正

　
平
成
29
年
４
月
分
〜
平
成
30
年
３
月
分

の
国
民
年
金
保
険
料
が
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
し
い
保
険
料
（
月
額
）

・
保
険
料　
　
　
　
　
　
１
６
４
９
０
円

・
4
分
の
１
免
除（
１
２
３
７
０
円
納
付
）

・
半
額
免
除
（
８
２
５
０
円
納
付
）

・
4
分
の
３
免
除
（
４
１
２
０
円
納
付
）

問
合
先　
市
民
課
☎（
275
）６
２
４
１
ま
た

は
堺
西
年
金
事
務
所
☎（
243
）７
９
０
０

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
が
会
社
を
退
職（
失
業
）さ
れ
た
と
き

は
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
へ
変

更
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
退
職（
失
業
）に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
さ
れ

る
特
例
免
除
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
制
度
は
、
退
職（
失
業
）さ
れ

た
方
が
対
象
で
、
審
査
の
対
象
と
な
る
本

人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、

配
偶
者
・
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

必
要
書
類
等

①�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の（
納
付
書
等
）

②�

失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
・
離
職
票
等
）

③
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

申
請
・
問
合
先　
市
民
課
☎（
275
）６
２
４

１
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所
☎（
243
）７
９

０
０

▔税
市
税
の
納
付
は
必
ず
納
期
内
に

　
市
税
は
市
の
財
政
運
営
に
お
い
て
大
切

な
財
源
で
す
。
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金

等
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
平
成
29
年
度
の
市
税
の
納
期
は
表
の

と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
並

び
に
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
5
月

上
旬
、
市
・
府
民
税
の
納
税
通
知
書
は
６

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
０
９
４

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
平
成
29
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
が
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
閲
覧
す
る
場
合
に
は
、
納
税
通
知
書
や

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
が
必
要
で
す
。
な
お
、
代
理
人
等
は

こ
れ
ら
に
加
え
て
委
任
状
等
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
、
納
税
義
務
者
及
び
こ

れ
ら
の
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
に
加
え

て
、
借
地
借
家
人
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の

使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に

限
り
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
借
地
借
家
人

等
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
証
す
る
書

類
（
賃
貸
借
契
約
書
等
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

平成 29年度　市税の納期限
対象税目 期 別 納期限

H29年 5 月31日全期前納
第１期分
第２期分

固定資産税
都市計画税

市・府民税

軽自動車税

（普通徴収）

第３期分
第４期分

第１期分
第２期分
第３期分
第４期分

全期前納

全　　期

H29年 5 月31日
H29年 7 月31日
H29年12月20日
H30年 2 月28日
H29年 6 月30日
H29年 6 月30日
H29年 8 月31日
H29年10月31日
H30年 1 月31日
H29年 5 月31日



	 2017.4　きらり -TAKAISHI-	 12

路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す

　
税
務
課
で
は
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定

資
産
税
の
評
価
に
対
す
る
ご
理
解
を
よ
り

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
評
価
の
基
礎
に

な
る
路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
路
線
価
…
街
路
に
沿
接
す
る
標
準
的
な

画
地
の
１
㎡
あ
た
り
の
価
格

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　
平
成
29
年
の
地
価
公
示
価
格
が
国
土
交

通
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
と
は
、
国
土
交
通
省
が

全
国
の
標
準
的
な
土
地
を
選
ん
で
、
そ
の

適
正
な
価
格
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
、
税
務
課
・
市
役
所
２
階
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

▔国
民
健
康
保
険

仮
算
定
分
納
入
通
知
書
を
送
付

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
金

額
を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
年
間
保
険
料
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得

確
定
後
の
今
年
７
月
に
算
定
し
ま
す
の
で
、

4
月
〜
６
月
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
保
険

料
を
も
と
に
決
定
し
た
仮
算
定
の
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

前
年
と
前
々
年
中
の
所
得
に
大
幅
な
変
動

が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
も
、
保
険
料
の
調

整
は
７
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
通
知
後
、
減
免
申
請

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
減
免
に
よ

る
保
険
料
の
変
更
に
つ
い
て
も
７
月
以
降

と
な
り
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
通
知
書

　
年
金
か
ら
の
引
き
落
し
（
特
別
徴
収
）

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
方
の
保
険
料
は
、
仮
徴
収
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
は
、
本
年
２
月
に
引
き
落

し
し
た
保
険
料
と
同
額
を
徴
収
し
、
本
徴

収
（
10
月
・
12
月
・
２
月
）
で
年
間
保
険

料
か
ら
仮
徴
収
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た

額
を
徴
収
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
29
年
度
（
平
成
29
年
４

月
〜
平
成
30
年
３
月
）
に
世
帯
主
が
75
歳

に
な
る
場
合
は
、
４
月
よ
り
特
別
徴
収
か

ら
普
通
徴
収
に
変
更
さ
れ
、
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

は
、
納
付
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

新
し
く
国
保
に
加
入
す
る
方
へ

　
新
し
く
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
の
保
険
料
の
計
算
は
、
資
格
取
得
日

（
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
、
健

康
保
険
の
扶
養
家
族
か
ら
外
れ
た
日
、
転

入
日
な
ど
）
か
ら
で
す
。
こ
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
離
職
票
・
資
格
喪
失
証
明
書
等

を
持
参
の
う
え
、
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
遅
れ
る
と
資
格
取
得
日
ま
で
最
高

２
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

社
会
保
険
に
加
入
し
た
人
は�

�

喪
失
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

会
社
の
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
し
た
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の
届
出
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
社
会
保
険
の
被
扶
養

家
族
に
認
定
さ
れ
た
方
も
同
様
で
す
。

　
新
た
に
取
得
し
た
社
会
保
険
証
と
国
民

健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
健
幸
づ
く

り
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

▔後
期
高
齢
者
医
療

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

▼
健
康
診
査

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保

険
者
の
方
に
、
健
康
診
査
受
診
券
を
４
月

下
旬
頃
に
送
付
し
ま
す
。
（
平
成
29
年
度

中
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
誕
生
月

の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。
）

　
受
診
券
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有

効
期
限
ま
で
に
指
定
医
療
機
関
等
で
受
診
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し
て
く
だ
さ
い
。
（
年
度
中
に
１
回
）

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
中
や
施
設
入
所
中

の
方
は
、
病
院
・
施
設
に
お
い
て
健
康
管

理
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
診
査
の

対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
退

院
・
退
所
等
で
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場

合
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
間
ド
ッ
ク

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保

険
者
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に

は
、
健
幸
づ
く
り
課
へ
必
要
書
類
を
持
参

し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
助
成

を
受
け
ら
れ
る
回
数
は
年
度
中
１
回
、

２
６
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
証
、
人

間
ド
ッ
ク
検
査
結
果
通
知
書
等
の
写
し
、

被
保
険
者
証
、
口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の
、

印
鑑

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
９

２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
１

平
成
29
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

▼
大
阪
府
の
平
成
29
年
度
の
保
険
料
率

　
年
間
保
険
料
（
限
度
額
57
万
円
）=　

被
保
険
者
均
等
割
額
（
被
保
険
者
1
人
あ

た
り
５
１
６
４
９
円
）
＋
所
得
割
額
（
被

保
険
者
の
所
得
×
所
得
割
率
10
・
41
％
）

▼
保
険
料
の
軽
減

①�

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の

被
保
険
者
均
等
割
額
（
年
額
５
１
６
４

９
円
）
が
表
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②�

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う
ち
、
所

得
割
額
算
定
に
か
か
る
被
保
険
者
の
所

得
が
58
万
円
以
下
（
年
金
収
入
の
み
の

場
合
は
、
そ
の
収
入
が
２
１
１
万
円
以

下
）
の
方
は
、
所
得
割
額
が
２
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

③�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共

済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方
は
、
当
分
の
間
、
所
得
割
額
は

課
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が
７

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
世
帯
の
所

得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の
9
割
ま
た
は

8.5
割
に
該
当
す
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
軽

減
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
９

２
ま
た
は
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
資
格
管
理
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）２

０
２
８

介
護
保
険
料
仮
徴
収
額
通
知
書
を
送
付

　
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
金
額
を

も
と
に
決
定
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
年

間
保
険
料
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得
確
定

後
の
７
月
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
は
平
成
27
年
中
の
所
得
を
も
と
に
算
出

し
た
仮
徴
収
（
暫
定
賦
課
）
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
を
月

額
１
万
５
千
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
方
は
、

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
仮
徴
収
期
間
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
の
月
割
保
険
料
は
、
本
年

２
月
に
引
き
落
と
し
し
た
保
険
料
と
同
額

を
徴
収
し
ま
す
。
10
月
以
降
の
保
険
料
は
、

７
月
に
決
定
さ
れ
る
年
間
保
険
料
額
か
ら

仮
徴
収
期
間
に
徴
収
す
る
保
険
料
を
差
し

引
い
た
額
と
な
り
、
10
月
〜
翌
年
２
月
の

期
間
で
徴
収
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
方
の
仮
徴
収
額
通
知
書
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
納
付
書
や
口

座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
仮
徴
収
期
間
の
月
額
保
険
料
は
、
前
年

度
の
保
険
料
を
も
と
に
暫
定
賦
課
し
て
お

り
、
７
月
に
年
間
保
険
料
を
決
定
し
、
仮

徴
収
期
間
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
を

７
月
〜
翌
年
３
月
の
本
徴
収
期
間
で
徴
収

し
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

所得の判定区分

33万円
　  まで

０円 5,164円
（９割）

41,319円
（２割）

２5,824円
（５割）

７,747円
（８.５割）０円でない

軽減後の被保険者
均等割額（軽減割合）

世帯の総所得金額等
同一世帯内の
被保険者と世帯主

当該世帯の被保険者
全員の各所得
公的年金等控除額は
80万円として計算

33万円＋27万円
　　　　　　×被保険者の数 まで

33万円＋49万円
　　　　　　×被保険者の数 まで
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▔各
　
種

重
度
障
が
い
者
な
ど
の
方
に�

�

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
券
を
交
付

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
や
療

育
手
帳
Ａ
、
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。

※�

年
間
最
大
24
枚
を
交
付

申
請
・
問
合
先　
対
象
と
な
る
手
帳
ま
た

は
医
療
受
給
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
高

齢
・
障
が
い
福
祉
課
☎（
275
）６
２
９
４
へ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
十
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
で
す
か

対
象　
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

に
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
法
に
基
づ
き
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
に
記
名
国
債
と

し
て
額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
）
を
支
給

■
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

▼
第
１
順
位
…
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

　
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

▼
第
２
順
位
…
戦
没
者
等
の
子

▼
第
３
順
位
…
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

　
有
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　
④
兄
弟
姉
妹

▼
第
４
順
位
…
前
記
第
３
順
位
以
外
の

　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

▼
第
５
順
位
…
前
記
第
１
〜
４
順
位
以
外

　
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死

　
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

　
係
を
有
し
て
い
た
方
） 

請
求
・
問
合
先　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま

で
に
社
会
福
祉
課
☎（
275
）６
２
８
３
へ

衣類に付いている、洗濯などの「取扱い表示記号（以下、洗
濯表示）」が変わりました。これまでより、洗濯表示が細か
く設定されます。ドラム式洗濯機等による「タンブル乾燥」
や色柄物の衣類等の漂白に適している「酸素系漂白剤」な
ど新しい洗濯記号が追加されたり、適用温度がこれまでよ
り細かく表示されたりするようになりました。

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

洗濯表示が変わりました

休館日 土・日曜日、祝日

「洗濯表示」は「家庭洗濯」「漂白」「乾燥」「アイロン」「クリーニング」
の5つの基本記号で構成され、記号の種類は22種類から41種類に増えま

した。 家庭での洗濯や乾燥の記号に「タンブル乾燥」、「酸素系漂白剤」「ぬれ干
し」等が加わりました。 衣類等の縮みや色落ちなどの洗濯トラブルを防ぐため
に、適切な洗濯や干し方を確認しましょう。詳しくは、消費生活センターへお問
い合わせいただくか経済産業省ホームページをご覧ください。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「見守り新鮮情報第274号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

検 索新しい洗濯
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大
阪
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
有
期
労
働
契
約
が
5
年
を
超
え
て
反
復

更
新
さ
れ
た
場
合
、
労
働
者
の
申
込
み
に

よ
り
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
に
転

換
で
き
る
い
わ
ゆ
る
「
無
期
転
換
」
ル
ー

ル
に
よ
り
、
平
成
30
年
4
月
以
降
多
く
の

有
期
契
約
労
働
者
に
無
期
転
換
申
込
権
が

発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
に
、
無
期
転
換
制
度
を
進
め

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
大
阪
労
働
局
指

導
課
☎
０
６（
６
９
４
９
）６
４
９
４
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
料
普
通
ご
み
処
理
券
・
粗
大
ご
み

処
理
券
取
扱
所
の
追
加

　
次
の
事
業
所
が
ご
み
処
理
券
取
扱
所
に

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
高
石
駅
南
店
［
千
代

田
３
‐
６
‐
３
］

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

普
通
ご
み
処
理
券
を�

�

上
手
に
使
う
た
め
に

　
毎
回
使
用
す
る
ご
み
袋
を
45
リ
ッ
ト
ル

か
ら
30
リ
ッ
ト
ル
に
す
る
な
ど
普
段
使
う

袋
よ
り
も
1
つ
小
さ
い
サ
イ
ズ
と
な
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
で
、
1
年
間
で
普
通
ご

み
処
理
券
約
１
０
０
枚
の
節
約
と
な
り
ま

す
。
ご
み
の
量
に
合
っ
た
大
き
さ
の
袋
を

使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し

て
、
普
通
ご
み
の
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

飼
犬
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　
飼
犬
は
生
後
３
か
月
を
過
ぎ
る
と
、
生

涯
１
度
の
飼
犬
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

の
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。
予
防
接
種
は

お
近
く
の
動
物
病
院
ま
た
は
市
が
実
施
す

る
集
合
注
射
（
4
月
18
日
〜
20
日
）
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
か
生
活
環
境
課
☎（
275
）６
２
６
６

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

たかいし斎場
第２式場がリニューアル！
　改修工事が完了し、より安全で使いやすい
施設としてリニューアルしました。
　公営葬儀などでご利用ください。

問合先　高石市泉大津市墓地組合事務局
　　　　（市民課内） ☎（275）6473

外観

室内

60

詳しくは、建築住宅課☎（275）6479へお問い
合わせください。

空き家の売買・改修・賃
貸借を行う際に空き家
バンクを利用すると…

空き家の除却（解体）を
行う際に…

補助額の例

ご注意ください！
・予算額に達すると終了します。
・各補助事業には、条件があります。
・各補助事業の申請は、必ず事前に行ってください。

今年もやります！
空き家対策補助金！

最
大 万円

40最
大 万円

※4月 13日 9時から受付開始

※現在、申請受付中
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▔募
　
集

姉
妹
都
市
協
会�

�

英
会
話
講
習
受
講
生
の
募
集

日
程　
5
月
11
日
〜
7
月
13
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
10
回
）

時
間　
▼
初
級
：
午
後
６
時
〜
７
時　
▼

上
級
：
午
後
７
時
10
分
〜
８
時
10
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
姉
妹
都
市
協
会
会
員

※
姉
妹
都
市
協
会
で
は
随
時
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

受
講
料　
５
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先　
4
月
27
日
ま
で
に
姉
妹

都
市
協
会
事
務
局
（
秘
書
課
内
）
☎（
275
）

６
０
７
８

迷
惑
電
話
防
止
装
置
の�
�

無
料
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
近
年
、
迷
惑
電
話
に
よ
る
消
費
者
被
害

・
詐
欺
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

対
策
の
一
環
と
し
て
市
で
は
、
迷
惑
防
止

装
置
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

※
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
（
自
己
負

担
）
が
必
要
で
す
。

対
象
　
市
内
の
65
歳
以
上
の
方
が
居
住
す

る
世
帯

募
集　
50
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

期
間　
平
成
29
年
６
月
１
日
〜
平
成
30
年

３
月
31
日

応
募
等
詳
し
く
は
、
５
月
19
日
ま
で
に
経

済
課
☎（
275
）６
１
４
９
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
を
募
集

対
象
　
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
方

等※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

募
集　
13
人

任
期　
平
成
29
年
７
月
20
日
〜
平
成
32
年

7
月
19
日

応
募
・
問
合
先　
経
済
課
に
設
置
し
て
い

る
「
高
石
市
農
業
委
員
会
委
員
推
薦
書
・

応
募
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

４
月
11
日
〜
５
月
８
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
（
経
済
課
内
）

☎
（
275
）
６
１
７
９
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

広報たかいし Ｑ1. 特集で興味のあった記事は？

Ｑ2. 興味のある記事は？回答の年齢構成

Ｑ3. 今後について

206/563

120/563

11 月号「高石工場夜景の魅力」

※いずれも複数回答可

12 月号「子育て環境どんどん充実！」

「きらり -TAKAISHI-」
アンケート結果公表！
　広報たかいしは、昨年の 10 月
から試行的にリニューアルを行い
ました。リニューアルした広報紙
についてのご意見を伺うためにア
ンケートを実施しました。その結
果を公表します。貴重なご意見あ
りがとうございました。
　いただいたご意見は、今後の広
報紙作成の参考にさせていただき、
これからも皆さんが読みやすいよ
うな広報紙づくりに努めます。
問合先　秘書課 ☎（275）6082

特に若い世代の方からの
ご意見が少なかったので、
もっと興味を持っていた
だけるように努めます。

第1位第1位

第2位第2位

172/864総回答数　478通

170/864

アプラホール イベントガイド

健康だより

第1位第1位

第2位第2位

得票数 525

どちらかといえば
リニューアル
した方が良い 68（13％）　

従前の広報紙で良い 234（44％）　

経費削減を
するべき 141（27％）　

リニューアル
した方が良い 82（16％）

どちらかといえば
リニューアル
した方が良い 68（13％）　

従前の広報紙で良い 234（44％）　

経費削減を
するべき 141（27％）　

リニューアル
した方が良い 82（16％）

40 代
50代

60代以上

30代以下 43通

133 通

259 通

得票数 総得票数/

得票数 総得票数/

得票数 総得票数/

得票数 総得票数/



17	 きらり -TAKAISHI-　2017.4

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
は
、
未
来

の
世
代
へ
大
震
災
で
得
た
教
訓
を
つ

な
ぐ
た
め
「
津
波
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
に
は
、
こ
の
桜
よ
り
上
に
避
難
す

る
よ
う
に
！
」
と
願
い
を
込
め
て
、

植
樹
さ
れ
た
桜
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

桜
は
、
津
波
の
最
大
到
達
地
点
約

１
７
０
ｋ
ｍ
の
線
上
に
並
び
ま
も
な

く
満
開
を
迎
え
る
頃
。
桜
が
咲
き
陽

光
う
ら
ら
か
な
４
月
は
、
入
学
・
入

社
・
進
級
な
ど
を
迎
え
る
節
目
の
季

節
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
夢
や
希
望
、

一
抹
の
不
安
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
節
目
を
機
に
、
将
来
の
こ
と
な

ど
を
考
え
て
み
た
り
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
将
来
の
こ
と
に
関
し
て
、

一
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
６
月
に
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活

躍
プ
ラ
ン
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
少
子
高
齢
化

と
い
う
構
造
的
な
課
題
に
取
り
組
み
、

女
性
も
男
性
も
、
お
年
寄
り
も
若
者

も
、
一
度
失
敗
を
経
験
し
た
方
も
、

障
が
い
や
難
病
の
あ
る
方
も
、
家

庭
・
職
場
・
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

で
誰
も
が
活
躍
で
き
る
、
い
わ
ば
全

員
参
加
型
の
社
会
で
あ
る
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
も
の
。
そ
の
中
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
の
実
現
・
希
望
出
生
率

1.8
の
実
現
・
介
護
離
職
ゼ
ロ
の
実
現

を
め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
掲
げ
ら
れ
た
プ
ラ
ン
「
一
億

総
活
躍
社
会
」
を
、
こ
こ
か
ら
は
人

権
的
な
視
点
か
ら
を
見
つ
め
て
い
き

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
女
性
と
男
性
に
つ
い

て
、
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
捉

え
る
意
識
が
残
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
活
躍
を
進
め
、
男
女
共
同
参
画
に

よ
る
社
会
の
活
性
化
の
推
進
が
必
要

で
す
。

　

次
に
お
年
寄
り
と
若
者
に
つ
い
て

は
、
年
齢
だ
け
を
理
由
に
、
社
会
参

加
す
る
機
会
を
奪
っ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
者
が
社
会
の
一
員

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
就
業
を
は
じ
め
、

多
様
な
社
会
活
動
に
参
加
す
る
機
会

が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
形
成
が
必
要

で
す
。
若
者
に
つ
い
て
も
就
労
な
ど

の
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
一
度
失
敗
を
経
験
し
た
方
の
中

に
は
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
方
が

い
て
、
本
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
は
根
強
く
、
就
職
や
住

居
の
確
保
が
困
難
で
社
会
復
帰
を
め

ざ
す
方
に
と
っ
て
、
現
実
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

障
が
い
や
難
病
の
あ
る
方
に
つ
い

て
は
、
ま
わ
り
の
方
々
に
心
の
バ
リ

ア
（
壁
）
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
障

が
い
や
難
病
の
あ
る
方
に
対
す
る
理

解
と
認
識
の
不
足
に
よ
る
就
労
に
お

け
る
差
別
や
入
居
拒
否
な
ど
の
問
題

の
解
消
、
さ
ら
に
は
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
設
置
の
推
進
な
ど
物
理
的
な
バ
リ

ア
の
解
消
も
必
要
で
す
。

　

家
庭
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

や
子
ど
も
へ
の
虐
待
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
の
問
題
、
職
場
で
は
セ
ク
ハ

ラ
（
性
的
な
嫌
が
ら
せ
）
、
や
パ
ワ

ハ
ラ
（
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
、

精
神
的
・
身
体
的
な
苦
痛
を
与
え
る

行
為
）
、
さ
ら
に
は
長
時
間
労
働
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
地
域
や
あ

ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
は
、
思
い
や
り

の
心
や
連
携
、
協
働
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
権
的
な
視
点
か
ら

見
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向

け
て
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
よ
り

一
層
人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ

り
も
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

「一億総活躍社会」を人権の視点で

申請・問合先　給付金事業実施本部 ☎（265）1133

支給対象者　平成 28年度臨時福祉給付金の支給対象者の方
支 給 額　1 人につき 1万 5000円

申 請 期 間　4 月 28日～10月 27日

確認じゃ！給付金。
臨時福祉給付金（経済対策分）

平成26年4月に実施した消費
税引き上げに伴う所得の少な
い人への影響を緩和するため
に実施しています。


